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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月7日(2017.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メディアガイドアプリケーションにアクセスするユーザに脳活動フィードバックを提供
する方法であって、前記方法は、
　第１の脳の状態について前記ユーザの前記脳活動を監視することであって、前記第１の
脳の状態は、前記メディアガイドアプリケーションの第１の操作を行うことと関連付けら
れる、ことと、
　表示するために表示画面上にアイコンを生成することであって、前記アイコンは、前記
第１の脳の状態を達成することに関係付けられるフィードバックを前記ユーザに提供する
、ことと、
　前記ユーザの前記脳活動の変化を検出することに応答して、前記ユーザの前記脳活動の
前記変化を反映するように、前記表示画面上の前記アイコンを調整することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記第１の脳の状態を達成することに関係付けられる、前記ユーザへの前記フィードバ
ックは、前記第１の脳の状態と関連付けられる前記脳活動のグラフィック表現と、前記第
１の脳の状態に向かった前記ユーザの進捗を示すグラフィック表現とを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記フィードバックは、前記ユーザの注意力レベルに関し、前記第１の脳の状態は、前
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記ユーザの注意力の閾値レベルと関連付けられる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ユーザの前記脳活動が前記第１の脳の状態に対応するかどうかを判定することと、
　前記ユーザの前記脳活動が前記第１の脳の状態に対応すると判定することに応答して、
前記第１の操作を行うことと、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記アイコンは、前記第１の脳の状態を達成する方法の画面上命令を含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　メディアガイドアプリケーションにアクセスするユーザに脳活動フィードバックを提供
するシステムであって、前記システムは、
　第１の脳の状態について前記ユーザの脳活動を監視することであって、前記第１の脳の
状態は、前記メディアガイドアプリケーションの第１の操作を行うことと関連付けられる
、ことと、
　表示するために表示画面上にアイコンを生成することであって、前記アイコンは、前記
第１の脳の状態を達成することに関係付けられるフィードバックを前記ユーザに提供する
、ことと、
　前記ユーザの前記脳活動の変化を検出することに応答して、前記ユーザの前記脳活動の
前記変化を反映するために、前記表示画面上の前記アイコンを調整することと
　を行うように構成される、制御回路
　を備える、システム。
【請求項７】
　前記第１の脳の状態を達成することに関係付けられる、前記ユーザへの前記フィードバ
ックは、前記第１の脳の状態と関連付けられる前記脳活動のグラフィック表現と、前記第
１の脳の状態に向かった前記ユーザの進捗を示すグラフィック表現とを含む、請求項６に
記載のシステム。
【請求項８】
　前記フィードバックは、前記ユーザの注意力レベルに関し、前記第１の脳の状態は、前
記ユーザの注意力の閾値レベルと関連付けられる、請求項６に記載のシステム。
【請求項９】
　前記制御回路はさらに、
　前記ユーザの前記脳活動が前記第１の脳の状態に対応するかどうかを判定することと、
　前記ユーザの前記脳活動が前記第１の脳の状態に対応すると判定することに応答して、
前記第１の操作を行うことと
　を行うように構成される、請求項６に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記アイコンは、前記第１の脳の状態を達成する方法の画面上命令を含む、請求項６に
記載のシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　上記で説明されるシステム、方法、装置、および／または側面は、他のシステム、方法
、装置、および／または側面に適用され、もしくはそれらに従って使用され得ることに留
意されたい。
本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
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　ユーザの脳活動に応答してメディアコンテンツを選択する方法であって、
　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップと、
　前記脳活動に基づいて第１の脳の状態を判定するステップであって、前記第１の脳の状
態は、前記ユーザの第１の気分に対応する、ステップと、
　第２の脳の状態を選択するステップであって、前記第２の脳の状態は、前記ユーザの第
２の気分に対応する、ステップと、
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応するかどうかを判定するように、前記
第１の脳の状態を前記第２の脳の状態と比較するステップと、
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応しないと判定することに応答して、前
記ユーザへのメディアアセットの表示を生成するステップであって、前記メディアアセッ
トは、前記第２の脳の状態の誘導と関連付けられる、ステップと
　を含む、方法。
（項目２）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップはさらに、脳波図ユニットから、前記ユー
ザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するステップ、または筋電図ユニ
ットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の電気的活動を示す
データを受信するステップを含む、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目２に記載の方法。
（項目４）
　前記第１の気分を判定するように、前記ユーザの前記脳活動の前記第１の周波数範囲を
、脳の状態の周波数および対応する気分と関連付けられるデータベースと相互参照するス
テップ、または前記第１の気分を判定するように、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋肉
の前記第１の電気的活動を、脳の状態の電気的活動および対応する気分と関連付けられる
データベースと相互参照するステップをさらに含む、項目２に記載の方法。
（項目５）
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応するかどうかを判定するように、前記
第１の脳の状態を前記第２の脳の状態と比較するステップは、前記第１の脳の状態と関連
付けられる前記第１の周波数範囲を取り出すステップと、前記第２の脳の状態と関連付け
られる第２の周波数範囲を取り出すステップと、前記第１の周波数範囲を前記第２の周波
数範囲と比較するステップとを含む、項目２に記載の方法。
（項目６）
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応するかどうかを判定するように、前記
第１の脳の状態を前記第２の脳の状態と比較するステップは、前記第１の脳の状態と関連
付けられる前記第１の電気的活動を取り出すステップと、前記第２の脳の状態と関連付け
られる、安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の第２の電気的活動を取
り出すステップと、前記第１の電気的活動を前記第２の電気的活動と比較するステップと
を含む、項目２に記載の方法。
（項目７）
　前記ユーザへの前記メディアアセットの前記表示を生成するステップはさらに、
　前記第２の脳の状態をデータベースと相互参照するステップであって、前記データベー
スは、前記ユーザの複数の以前の脳の状態と、前記以前の脳の状態のそれぞれの間に前記
ユーザが消費していたメディアアセットの対応するカテゴリとを含み、前記第２の脳の状
態を受信することに応答して、前記データベースは、前記第２の脳の状態に合致する前記
以前の脳の状態に対応する、メディアアセットカテゴリを出力する、ステップと、
　前記出力されたメディアアセットカテゴリから前記メディアアセットを選択するステッ
プと
　を含む、項目１に記載の方法。
（項目８）
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　前記ユーザの前記脳活動を監視しながら前記ユーザの前記脳活動の変化を検出すること
に応答して、前記ユーザの前記第１の脳の状態を判定するステップをさらに含む、項目１
に記載の方法。
（項目９）
　前記第２の脳の状態は、現在の時間、ユーザ入力、現在の活動、または前記ユーザと関
連付けられる好ましいバイオリズムパターンに基づいて選択される、項目１に記載の方法
。
（項目１０）
　前記好ましいバイオリズムパターンは、ユーザが選択した時間の部分にわたる、ユーザ
が選択した脳活動のパターンである、項目９に記載の方法。
（項目１１）
　ユーザの脳活動に応答して、メディアコンテンツを選択するシステムであって、
　前記ユーザの前記脳活動を監視することと、
　前記脳活動に基づいて第１の脳の状態を判定することであって、前記第１の脳の状態は
、前記ユーザの第１の気分に対応する、ことと、
　第２の脳の状態を選択することであって、前記第２の脳の状態は、前記ユーザの第２の
気分に対応する、ことと、
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応するかどうかを判定するように、前記
第１の脳の状態を前記第２の脳の状態と比較することと、
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応しないと判定することに応答して、前
記ユーザへのメディアアセットの表示を生成することであって、前記メディアアセットは
、前記第２の脳の状態の誘導と関連付けられる、ことと
　を行うように構成される、制御回路
　を備える、システム。
（項目１２）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するように構成される、前記制御回路はさらに、脳波図
ユニットから、前記ユーザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するか、
または筋電図ユニットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の
電気的活動を示すデータを受信するように構成される、項目１１に記載のシステム。
（項目１３）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目１２に記載のシステム。
（項目１４）
　前記制御回路はさらに、前記第１の気分を判定するために、前記ユーザの前記脳活動の
前記第１の周波数範囲を、脳の状態の周波数および対応する気分と関連付けられるデータ
ベースと相互参照するか、または前記第１の気分を判定するために、前記ユーザの前記脳
の付近の前記筋肉の前記第１の電気的活動を、脳の状態の電気的活動および対応する気分
と関連付けられるデータベースと相互参照するように構成される、項目１２に記載のシス
テム。
（項目１５）
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応するかどうかを判定するために、前記
第１の脳の状態を前記第２の脳の状態と比較するように構成される、前記制御回路はさら
に、前記第１の脳の状態と関連付けられる前記第１の周波数範囲を取り出し、前記第２の
脳の状態と関連付けられる第２の周波数範囲を取り出し、前記第１の周波数範囲を前記第
２の周波数範囲と比較するように構成される、項目１２に記載のシステム。
（項目１６）
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応するかどうかを判定するために、前記
第１の脳の状態を前記第２の脳の状態と比較するように構成される、前記制御回路はさら
に、前記第１の脳の状態と関連付けられる前記第１の電気的活動を取り出し、前記第２の
脳の状態と関連付けられる、安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の第
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２の電気的活動を取り出し、前記第１の電気的活動を前記第２の電気的活動と比較するよ
うに構成される、項目１２に記載のシステム。
（項目１７）
　前記ユーザへの前記メディアアセットの前記表示を生成するように構成される、前記制
御回路はさらに、
　前記第２の脳の状態をデータベースと相互参照することであって、前記データベースは
、前記ユーザの複数の以前の脳の状態と、前記以前の脳の状態のそれぞれの間に前記ユー
ザが消費していたメディアアセットの対応するカテゴリとを含み、前記第２の脳の状態を
受信することに応答して、前記データベースは、前記第２の脳の状態に合致する前記以前
の脳の状態に対応する、メディアアセットカテゴリを出力する、ことと、
　前記出力されたメディアアセットカテゴリから前記メディアアセットを選択することと
　を行うように構成される、項目１１に記載のシステム。
（項目１８）
　前記制御回路はさらに、前記ユーザの前記脳活動を監視しながら前記ユーザの前記脳活
動の変化を検出することに応答して、前記ユーザの前記第１の脳の状態を判定するように
構成される、項目１１に記載のシステム。
（項目１９）
　前記第２の脳の状態は、現在の時間、ユーザ入力、現在の活動、または前記ユーザと関
連付けられる好ましいバイオリズムパターンに基づいて選択される、項目１１に記載のシ
ステム。
（項目２０）
　前記好ましいバイオリズムパターンは、ユーザが選択した時間の部分にわたる、ユーザ
が選択した脳活動のパターンである、項目１９に記載のシステム。
（項目２１）
　ユーザの脳活動に応答して、メディアコンテンツを選択するシステムであって、
　前記ユーザの前記脳活動を監視するための手段と、
　前記脳活動に基づいて第１の脳の状態を判定するための手段であって、前記第１の脳の
状態は、前記ユーザの第１の気分に対応する、手段と、
　第２の脳の状態を選択するための手段であって、前記第２の脳の状態は、前記ユーザの
第２の気分に対応する、手段と、
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応するかどうかを判定するように、前記
第１の脳の状態を前記第２の脳の状態と比較するための手段と、
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応しないと判定することに応答して、前
記ユーザへのメディアアセットの表示を生成するための手段であって、前記メディアアセ
ットは、前記第２の脳の状態の誘導と関連付けられる、手段と
　を備える、システム。
（項目２２）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するための前記手段はさらに、脳波図ユニットから、前
記ユーザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するための手段、または筋
電図ユニットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の電気的活
動を示すデータを受信するための手段を含む、項目２１に記載のシステム。
（項目２３）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目２２に記載のシステム。
（項目２４）
　前記第１の気分を判定するように、前記ユーザの前記脳活動の前記第１の周波数範囲を
、脳の状態の周波数および対応する気分と関連付けられるデータベースと相互参照するた
めの手段、または前記第１の気分を判定するように、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋
肉の前記第１の電気的活動を、脳の状態の電気的活動および対応する気分と関連付けられ
るデータベースと相互参照するための手段をさらに備える、項目２２に記載のシステム。
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（項目２５）
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応するかどうかを判定するように、前記
第１の脳の状態を前記第２の脳の状態と比較するための前記手段は、前記第１の脳の状態
と関連付けられる前記第１の周波数範囲を取り出すための手段と、前記第２の脳の状態と
関連付けられる第２の周波数範囲を取り出すための手段と、前記第１の周波数範囲を前記
第２の周波数範囲と比較するための手段とを含む、項目２１に記載のシステム。
（項目２６）
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応するかどうかを判定するように、前記
第１の脳の状態を前記第２の脳の状態と比較するための前記手段は、前記第１の脳の状態
と関連付けられる前記第１の電気的活動を取り出すための手段と、前記第２の脳の状態と
関連付けられる、安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の第２の電気的
活動を取り出すための手段と、前記第１の電気的活動を前記第２の電気的活動と比較する
ための手段とを含む、項目２２に記載のシステム。
（項目２７）
　前記ユーザへの前記メディアアセットの前記表示を生成するための前記手段はさらに、
　前記第２の脳の状態をデータベースと相互参照するための手段であって、前記データベ
ースは、前記ユーザの複数の以前の脳の状態と、前記以前の脳の状態のそれぞれの間に前
記ユーザが消費していたメディアアセットの対応するカテゴリとを含み、前記第２の脳の
状態を受信することに応答して、前記データベースは、前記第２の脳の状態に合致する前
記以前の脳の状態に対応する、メディアアセットカテゴリを出力する、手段と、
　前記出力されたメディアアセットカテゴリから前記メディアアセットを選択するための
手段と
　を備える、項目２１に記載のシステム。
（項目２８）
　前記ユーザの前記脳活動を監視しながら前記ユーザの前記脳活動の変化を検出すること
に応答して、前記ユーザの前記第１の脳の状態を判定するための手段をさらに備える、項
目２１に記載のシステム。
（項目２９）
　前記第２の脳の状態は、現在の時間、ユーザ入力、現在の活動、または前記ユーザと関
連付けられる好ましいバイオリズムパターンに基づいて選択される、項目２１に記載のシ
ステム。
（項目３０）
　前記好ましいバイオリズムパターンは、ユーザが選択した時間の部分にわたる、ユーザ
が選択した脳活動のパターンである、項目２９に記載のシステム。
（項目３１）
　ユーザの脳活動に応答して推奨を提供する方法であって、
　ユーザがメディアコンテンツを消費している間に前記ユーザの前記脳活動を監視するス
テップであって、前記メディアコンテンツは、表示デバイス上に表示される、ステップと
、
　前記脳活動に基づいて第１の脳の状態を判定するステップであって、前記第１の脳の状
態は、前記ユーザの第１の気分に対応する、ステップと、
　第２の脳の状態を選択するステップであって、前記第２の脳の状態は、前記ユーザの第
２の気分に対応する、ステップと、
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応するかどうかを判定するように、前記
第１の脳の状態を前記第２の脳の状態と比較するステップと、
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応しないと判定することに応答して、前
記ユーザへのメディアアセットの表示を前記表示画面上に生成するステップであって、前
記メディアアセットは、前記第２の脳の状態の誘導と関連付けられる、ステップと
　を含む、方法。
（項目３２）
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　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップはさらに、脳波図ユニットから、前記ユー
ザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するステップ、または筋電図ユニ
ットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の電気的活動を示す
データを受信するステップを含む、項目３１に記載の方法。
（項目３３）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目３２に記載の方法。
（項目３４）
　前記第１の気分を判定するように、前記ユーザの前記脳活動の前記第１の周波数範囲を
、脳の状態の周波数および対応する気分と関連付けられるデータベースと相互参照するス
テップ、または前記第１の気分を判定するように、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋肉
の前記第１の電気的活動を、脳の状態の電気的活動および対応する気分と関連付けられる
データベースと相互参照するステップをさらに含む、項目３２または３３に記載の方法。
（項目３５）
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応するかどうかを判定するように、前記
第１の脳の状態を前記第２の脳の状態と比較するステップは、前記第１の脳の状態と関連
付けられる前記第１の周波数範囲を取り出すステップと、前記第２の脳の状態と関連付け
られる第２の周波数範囲を取り出すステップと、前記第１の周波数範囲を前記第２の周波
数範囲と比較するステップとを含む、項目３２～３４のいずれか１項に記載の方法。
（項目３６）
　前記第１の脳の状態が前記第２の脳の状態に対応するかどうかを判定するように、前記
第１の脳の状態を前記第２の脳の状態と比較するステップは、前記第１の脳の状態と関連
付けられる前記第１の電気的活動を取り出すステップと、前記第２の脳の状態と関連付け
られる、安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の第２の電気的活動を取
り出すステップと、前記第１の電気的活動を前記第２の電気的活動と比較するステップと
を含む、項目３２～３５のいずれか１項に記載の方法。
（項目３７）
　前記ユーザへの前記メディアアセットの前記表示を生成するステップはさらに、
　前記第２の脳の状態をデータベースと相互参照するステップであって、前記データベー
スは、前記ユーザの複数の以前の脳の状態と、前記以前の脳の状態のそれぞれの間に前記
ユーザが消費していたメディアアセットの対応するカテゴリとを含み、前記第２の脳の状
態を受信することに応答して、前記データベースは、前記第２の脳の状態に合致する前記
以前の脳の状態に対応する、メディアアセットカテゴリを出力する、ステップと、
　前記出力されたメディアアセットカテゴリから前記メディアアセットを選択するステッ
プと
　を含む、項目３２～３６のいずれか１項に記載の方法。
（項目３８）
　前記ユーザの前記脳活動を監視しながら前記ユーザの前記脳活動の変化を検出すること
に応答して、前記ユーザの前記第１の脳の状態を判定するステップをさらに含む、項目３
１～３７のいずれか１項に記載の方法。
（項目３９）
　前記第２の脳の状態は、現在の時間、ユーザ入力、現在の活動、または前記ユーザと関
連付けられる好ましいバイオリズムパターンに基づいて選択される、項目３１～３８のい
ずれか１項に記載の方法。
（項目４０）
　前記好ましいバイオリズムパターンは、ユーザが選択した時間の部分にわたる、ユーザ
が選択した脳活動のパターンである、項目３１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目４１）
　メディアガイドアプリケーションにアクセスするユーザに脳活動フィードバックを提供
する方法であって、
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　第１の脳の状態について前記ユーザの前記脳活動を監視するステップであって、前記第
１の脳の状態は、前記メディアガイドアプリケーションの第１の操作を行うことと関連付
けられる、ステップと、
　表示するために表示画面上にアイコンを生成するステップであって、前記アイコンは、
前記第１の脳の状態を達成することに関係付けられるフィードバックを前記ユーザに提供
する、ステップと、
　前記ユーザの前記脳活動の変化を検出することに応答して、前記ユーザの前記脳活動の
前記変化を反映するように、前記表示画面上の前記アイコンを調整するステップと
　を含む、方法。
（項目４２）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップはさらに、脳波図ユニットから、前記ユー
ザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するステップ、または筋電図ユニ
ットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の電気的活動を示す
データを受信するステップを含む、項目４１に記載の方法。
（項目４３）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目４２に記載の方法。
（項目４４）
　前記第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳活動の前記第１の周波数範
囲を、脳の状態の周波数と関連付けられるデータベースと相互参照するステップ、または
前記第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋肉の前記第１
の電気的活動を、脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベースと相互参照するス
テップをさらに含む、項目４２に記載の方法。
（項目４５）
　前記第１の脳の状態を達成することに関係付けられる、前記ユーザへの前記フィードバ
ックは、前記第１の脳の状態と関連付けられる前記脳活動のグラフィック表現と、前記第
１の脳の状態に向かった前記ユーザの進捗を示すグラフィック表現とを含む、項目４１に
記載の方法。
（項目４６）
　前記フィードバックは、前記ユーザの注意力レベルに関し、前記第１の脳の状態は、前
記ユーザの注意力の閾値レベルと関連付けられる、項目４１に記載の方法。
（項目４７）
　前記ユーザの前記脳活動が前記第１の脳の状態に対応するかどうかを判定するステップ
と、
　前記ユーザの前記脳活動が前記第１の脳の状態に対応すると判定することに応答して、
前記第１の操作を行うステップと、
　をさらに含む、項目４１に記載の方法。
（項目４８）
　眼の瞬きパターンを検出することに応答して、第２の脳の状態と関連付けられる前記ユ
ーザの前記脳活動を監視するステップをさらに含み、前記第２の脳の状態は、前記メディ
アガイドアプリケーションの第２の操作を行うことと関連付けられる、項目４１に記載の
方法。
（項目４９）
　前記操作は、ナビゲーションコマンド、高速アクセス再生コマンド、選択コマンド、ま
たは設定コマンドを含む、項目４１に記載の方法。
（項目５０）
　前記アイコンは、前記第１の脳の状態を達成する方法の画面上命令を含む、項目４１に
記載の方法。
（項目５１）
　メディアガイドアプリケーションにアクセスするユーザに脳活動フィードバックを提供



(9) JP 2016-532360 A5 2017.8.17

するシステムであって、
　第１の脳の状態について前記ユーザの脳活動を監視することであって、前記第１の脳の
状態は、前記メディアガイドアプリケーションの第１の操作を行うことと関連付けられる
、ことと、
　表示するために表示画面上にアイコンを生成することであって、前記アイコンは、前記
第１の脳の状態を達成することに関係付けられるフィードバックを前記ユーザに提供する
、ことと、
　前記ユーザの前記脳活動の変化を検出することに応答して、前記ユーザの前記脳活動の
前記変化を反映するために、前記表示画面上の前記アイコンを調整することと
　を行うように構成される、制御回路
　を備える、システム。
（項目５２）
　前記制御回路はさらに、前記ユーザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示す、脳波図ユ
ニットからのデータを使用して、または安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋
肉の第１の電気的活動を示す、筋電図ユニットからのデータを使用して、前記ユーザの前
記脳活動を監視するように構成される、項目５１に記載のシステム。
（項目５３）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目５２に記載のシステム。
（項目５４）
　前記制御回路はさらに、前記第１の脳の状態を判定するために、前記ユーザの前記脳活
動の前記第１の周波数範囲を、脳の状態の周波数と関連付けられるデータベースと相互参
照するか、または前記第１の脳の状態を判定するために、前記ユーザの前記脳の付近の前
記筋肉の前記第１の電気的活動を、脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベース
と相互参照するように構成される、項目５２に記載のシステム。
（項目５５）
　前記第１の脳の状態を達成することに関係付けられる、前記ユーザへの前記フィードバ
ックは、前記第１の脳の状態と関連付けられる前記脳活動のグラフィック表現と、前記第
１の脳の状態に向かった前記ユーザの進捗を示すグラフィック表現とを含む、項目５１に
記載のシステム。
（項目５６）
　前記フィードバックは、前記ユーザの注意力レベルに関し、前記第１の脳の状態は、前
記ユーザの注意力の閾値レベルと関連付けられる、項目５１に記載のシステム。
（項目５７）
　前記制御回路はさらに、
　前記ユーザの前記脳活動が前記第１の脳の状態に対応するかどうかを判定することと、
　前記ユーザの前記脳活動が前記第１の脳の状態に対応すると判定することに応答して、
前記第１の操作を行うことと
　を行うように構成される、項目５１に記載のシステム。
（項目５８）
　前記制御回路はさらに、眼の瞬きパターンを検出することに応答して、第２の脳の状態
と関連付けられる前記ユーザの前記脳活動を監視するように構成され、前記第２の脳の状
態は、前記メディアガイドアプリケーションの第２の操作を行うことと関連付けられる、
項目５１に記載のシステム。
（項目５９）
　前記操作は、ナビゲーションコマンド、高速アクセス再生コマンド、選択コマンド、ま
たは設定コマンドを含む、項目５１に記載のシステム。
（項目６０）
　前記アイコンは、前記第１の脳の状態を達成する方法の画面上命令を含む、項目５１に
記載のシステム。
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（項目６１）
　メディアガイドアプリケーションにアクセスするユーザに脳活動フィードバックを提供
するシステムであって、
　第１の脳の状態について前記ユーザの前記脳活動を監視するための手段であって、前記
第１の脳の状態は、前記メディアガイドアプリケーションの第１の操作を行うことと関連
付けられる、手段と、
　表示するために表示画面上にアイコンを生成するための手段であって、前記アイコンは
、前記第１の脳の状態を達成することに関係付けられるフィードバックを前記ユーザに提
供する、手段と、
　前記ユーザの前記脳活動の変化を検出することに応答して、前記ユーザの前記脳活動の
前記変化を反映するように、前記表示画面上の前記アイコンを調整するための手段と
　を備える、システム。
（項目６２）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するための前記手段はさらに、脳波図ユニットから、前
記ユーザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するための手段、または筋
電図ユニットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の電気的活
動を示すデータを受信するための手段を備える、項目６１に記載のシステム。
（項目６３）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目６２に記載のシステム。
（項目６４）
　前記第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳活動の前記第１の周波数範
囲を、脳の状態の周波数と関連付けられるデータベースと相互参照するための手段、また
は前記第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋肉の前記第
１の電気的活動を、脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベースと相互参照する
ための手段をさらに備える、項目６２に記載のシステム。
（項目６５）
　前記第１の脳の状態を達成することに関係付けられる、前記ユーザへの前記フィードバ
ックは、前記第１の脳の状態と関連付けられる前記脳活動のグラフィック表現と、前記第
１の脳の状態に向かった前記ユーザの進捗を示すグラフィック表現とを含む、項目６１に
記載のシステム。
（項目６６）
　前記フィードバックは、前記ユーザの注意力レベルに関し、前記第１の脳の状態は、前
記ユーザの注意力の閾値レベルと関連付けられる、項目６１に記載のシステム。
（項目６７）
　前記ユーザの前記脳活動が前記第１の脳の状態に対応するかどうかを判定するための手
段と、
　前記ユーザの前記脳活動が前記第１の脳の状態に対応すると判定することに応答して、
前記第１の操作を行うための手段と、
　をさらに備える、項目６１に記載のシステム。
（項目６８）
　第２の脳の状態と関連付けられる前記ユーザの前記脳活動を監視するための手段をさら
に備え、前記第２の脳の状態は、眼の瞬きパターンを検出することに応答して、前記メデ
ィアガイドアプリケーションの第２の操作を行うことと関連付けられる、項目６１に記載
のシステム。
（項目６９）
　前記操作は、ナビゲーションコマンド、高速アクセス再生コマンド、選択コマンド、ま
たは設定コマンドを含む、項目６１に記載のシステム。
（項目７０）
　前記アイコンは、前記第１の脳の状態を達成する方法の画面上命令を含む、項目６１に
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記載のシステム。
（項目７１）
　メディアガイドアプリケーションにアクセスするユーザに脳活動フィードバックを提供
する方法であって、
　前記ユーザがメディアコンテンツを消費している間に、第１の脳の状態について前記ユ
ーザの前記脳活動を監視するステップであって、前記第１の脳の状態は、前記メディアガ
イドアプリケーションの第１の操作を行うことと関連付けられる、ステップと、
　表示するために前記メディアコンテンツと同時に表示画面上にアイコンを生成するステ
ップであって、前記アイコンは、前記第１の脳の状態を達成することに関係付けられるフ
ィードバックを前記ユーザに提供する、ステップと、
　前記ユーザの前記脳活動の変化を検出することに応答して、前記ユーザの前記脳活動の
前記変化を反映するように、前記表示画面上の前記アイコンを調整するステップと
　を含む、方法。
（項目７２）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップはさらに、脳波図ユニットから、前記ユー
ザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するステップ、または筋電図ユニ
ットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の電気的活動を示す
データを受信するステップを含む、項目７１に記載の方法。
（項目７３）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目７２に記載の方法。
（項目７４）
　前記第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳活動の前記第１の周波数範
囲を、脳の状態の周波数と関連付けられるデータベースと相互参照するステップ、または
前記第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋肉の前記第１
の電気的活動を、脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベースと相互参照するス
テップをさらに含む、項目７２または７３に記載の方法。
（項目７５）
　前記第１の脳の状態を達成することに関係付けられる、前記ユーザへの前記フィードバ
ックは、前記第１の脳の状態と関連付けられる前記脳活動のグラフィック表現と、前記第
１の脳の状態に向かった前記ユーザの進捗を示すグラフィック表現とを含む、項目７１～
７４のいずれか１項に記載の方法。
（項目７６）
　前記フィードバックは、前記ユーザの注意力レベルに関し、前記第１の脳の状態は、前
記ユーザの注意力の閾値レベルと関連付けられる、項目７１～７５のいずれか１項に記載
の方法。
（項目７７）
　前記ユーザの前記脳活動が前記第１の脳の状態に対応するかどうかを判定するステップ
と、
　前記ユーザの前記脳活動が前記第１の脳の状態に対応すると判定することに応答して、
前記第１の操作を行うステップと
　をさらに含む、項目７１～７６のいずれか１項に記載の方法。
（項目７８）
　眼の瞬きパターンを検出することに応答して、第２の脳の状態と関連付けられる前記ユ
ーザの前記脳活動を監視するステップをさらに含み、前記第２の脳の状態は、前記メディ
アガイドアプリケーションの第２の操作を行うことと関連付けられる、項目７１～７７の
いずれか１項に記載の方法。
（項目７９）
　前記操作は、ナビゲーションコマンド、高速アクセス再生コマンド、選択コマンド、ま
たは設定コマンドを含む、項目７１～７８のいずれか１項に記載の方法。
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（項目８０）
　前記アイコンは、前記第１の脳の状態を達成する方法の画面上命令を含む、項目７１～
７９のいずれか１項に記載の方法。
（項目８１）
　ユーザの脳の活動に応答して、メディアガイドアプリケーションの操作を行う方法であ
って、
　前記ユーザの第１の眼の瞬きパターンを検出するステップと、
　前記第１の眼の瞬きパターンを検出することに応答して、前記ユーザの注意力レベルと
関連付けられる脳活動を監視するステップと、
　前記ユーザの注意力レベルを判定するように、前記ユーザの前記注意力レベルと関連付
けられる前記脳活動を、前記注意力レベルおよび対応する脳活動と関連付けられるデータ
ベースと相互参照するステップと、
　前記ユーザの前記注意力レベルを閾値注意力レベルと比較するステップと、
　前記ユーザの前記注意力レベルが前記閾値注意力レベルに対応しないと判定することに
応答して、前記ユーザの低い注意力レベルと関連付けられる操作を行うステップと
　を含む、方法。
（項目８２）
　第２の眼の瞬きパターンを検出することに応答して、前記操作の実施を中止するステッ
プをさらに含む、項目８１に記載の方法。
（項目８３）
　前記第１の眼の瞬きパターンは、少なくとも１回の眼の瞬きを含む、項目８１に記載の
方法。
（項目８４）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップはさらに、脳波図ユニットから、前記ユー
ザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するステップ、または筋電図ユニ
ットから、安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の第１の電気的活動を
示すデータを受信するステップを含む、項目８１に記載の方法。
（項目８５）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目８４に記載の方法。
（項目８６）
　前記ユーザの注意力レベルと関連付けられる前記脳活動を判定するように、前記ユーザ
の前記脳活動の前記第１の周波数範囲を、脳の状態の周波数と関連付けられるデータベー
スと相互参照するステップ、または前記ユーザの注意力レベルと関連付けられる前記脳活
動を判定するように、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋肉の前記第１の電気的活動を、
脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベースと相互参照するステップをさらに含
む、項目８４に記載の方法。
（項目８７）
　前記操作は、ナビゲーションコマンド、高速アクセス再生コマンド、選択コマンド、ま
たは設定コマンドを含む、項目８１に記載の方法。
（項目８８）
　前記第１の眼の瞬きパターンを検出することに応答して、表示するために表示画面上に
アイコンを生成するステップをさらに含み、前記アイコンは、前記ユーザの注意力レベル
と関連付けられる前記脳活動に関係付けられるフィードバックを前記ユーザに提供する、
項目８１に記載の方法。
（項目８９）
　前記第１の眼の瞬きパターンを検出することに応答して、表示するために複数のメディ
ア一覧を生成するステップをさらに含み、前記ユーザの前記低い注意力レベルと関連付け
られる前記操作は、時間またはメディアプロバイダに基づいて前記複数のメディア一覧を
ナビゲートするステップを含む、項目８１に記載の方法。
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（項目９０）
　前記操作を行いながら、前記ユーザの前記注意力レベルが閾値注意力レベルに対応する
と判定することに応答して、前記複数のメディア一覧のうちの１つを選択するステップを
さらに含む、項目８９に記載の方法。
（項目９１）
　ユーザの脳の活動に応答して、メディアガイドアプリケーションの操作を行うシステム
であって、
　前記ユーザの第１の眼の瞬きパターンを検出することと、
　前記第１の眼の瞬きパターンを検出することに応答して、前記ユーザの注意力レベルと
関連付けられる脳活動を監視することと、
　前記ユーザの注意力レベルを判定するために、前記ユーザの前記注意力レベルと関連付
けられる前記脳活動を、前記注意力レベルおよび対応する脳活動と関連付けられるデータ
ベースと相互参照することと、
　前記ユーザの前記注意力レベルを閾値注意力レベルと比較することと、
　前記ユーザの前記注意力レベルが前記閾値注意力レベルに対応しないと判定することに
応答して、前記ユーザの低い注意力レベルと関連付けられる操作を行うすることと
　を行うように構成される、制御回路
　を備える、システム。
（項目９２）
　前記制御回路はさらに、第２の眼の瞬きパターンを検出することに応答して、前記操作
の実施を中止するように構成される、項目９１に記載のシステム。
（項目９３）
　前記第１の眼の瞬きパターンは、少なくとも１回の眼の瞬きを含む、項目９１に記載の
システム。
（項目９４）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するように構成される、前記制御回路はさらに、脳波図
ユニットから、前記ユーザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するか、
または筋電図ユニットから、安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の第
１の電気的活動を示すデータを受信するように構成される、項目９１に記載のシステム。
（項目９５）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目９４に記載のシステム。
（項目９６）
　前記制御回路はさらに、前記ユーザの注意力レベルと関連付けられる前記脳活動を判定
するために、前記ユーザの前記脳活動の前記第１の周波数範囲を、脳の状態の周波数と関
連付けられるデータベースと相互参照するか、または前記ユーザの注意力レベルと関連付
けられる前記脳活動を判定するために、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋肉の前記第１
の電気的活動を、脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベースと相互参照するよ
うに構成される、項目９４に記載のシステム。
（項目９７）
　前記操作は、ナビゲーションコマンド、高速アクセス再生コマンド、選択コマンド、ま
たは設定コマンドを含む、項目９１に記載のシステム。
（項目９８）
　前記制御回路はさらに、前記第１の眼の瞬きパターンを検出することに応答して、表示
するために表示画面上にアイコンを生成するように構成され、前記アイコンは、前記ユー
ザの注意力レベルと関連付けられる前記脳活動に関係付けられるフィードバックを前記ユ
ーザに提供する、項目９１に記載のシステム。
（項目９９）
　前記制御回路はさらに、前記第１の眼の瞬きパターンを検出することに応答して、表示
するために複数のメディア一覧を生成するように構成され、前記ユーザの前記低い注意力
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レベルと関連付けられる前記操作は、時間またはメディアプロバイダに基づいて前記複数
のメディア一覧をナビゲートするステップを含む、項目９１に記載のシステム。
（項目１００）
　前記制御回路はさらに、前記操作を行いながら、前記ユーザの前記注意力レベルが閾値
注意力レベルに対応すると判定することに応答して、前記複数のメディア一覧のうちの１
つを選択するように構成される、項目９９に記載のシステム。
（項目１０１）
　ユーザの脳の活動に応答して、メディアガイドアプリケーションの操作を行うシステム
であって、
　前記ユーザの第１の眼の瞬きパターンを検出するための手段と、
　前記第１の眼の瞬きパターンを検出することに応答して、前記ユーザの注意力レベルと
関連付けられる脳活動を監視するための手段と、
　前記ユーザの注意力レベルを判定するように、前記ユーザの前記注意力レベルと関連付
けられる前記脳活動を、前記注意力レベルおよび対応する脳活動と関連付けられるデータ
ベースと相互参照するための手段と、
　前記ユーザの前記注意力レベルを閾値注意力レベルと比較するための手段と、
　前記ユーザの前記注意力レベルが前記閾値注意力レベルに対応しないと判定することに
応答して、前記ユーザの低い注意力レベルと関連付けられる操作を行うための手段と
　を備える、システム。
（項目１０２）
　第２の眼の瞬きパターンを検出することに応答して、前記操作の実施を中止するための
手段をさらに備える、項目１０１に記載のシステム。
（項目１０３）
　前記第１の眼の瞬きパターンは、少なくとも１回の眼の瞬きを含む、項目１０１に記載
のシステム。
（項目１０４）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するための前記手段はさらに、脳波図ユニットから、前
記ユーザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するための手段、または筋
電図ユニットから、安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の第１の電気
的活動を示すデータを受信するための手段を備える、項目１０１に記載のシステム。
（項目１０５）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目１０４に記載のシステム。
（項目１０６）
　前記ユーザの注意力レベルと関連付けられる前記脳活動を判定するように、前記ユーザ
の前記脳活動の前記第１の周波数範囲を、脳の状態の周波数と関連付けられるデータベー
スと相互参照するための手段、または前記ユーザの注意力レベルと関連付けられる前記脳
活動を判定するように、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋肉の前記第１の電気的活動を
、脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベースと相互参照するための手段をさら
に備える、項目１０４に記載のシステム。
（項目１０７）
　前記操作は、ナビゲーションコマンド、高速アクセス再生コマンド、選択コマンド、ま
たは設定コマンドを含む、項目１０１に記載のシステム。
（項目１０８）
　表示するために表示画面上にアイコンを生成するための手段をさらに備え、前記アイコ
ンは、前記第１の眼の瞬きパターンを検出することに応答して、前記ユーザの注意力レベ
ルと関連付けられる前記脳活動に関係付けられるフィードバックを前記ユーザに提供する
、項目１０１に記載のシステム。
（項目１０９）
　前記第１の眼の瞬きパターンを検出することに応答して、表示するために複数のメディ
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ア一覧を生成するための手段をさらに備え、前記ユーザの前記低い注意力レベルと関連付
けられる前記操作は、時間またはメディアプロバイダに基づいて前記複数のメディア一覧
をナビゲートするステップを含む、項目１０１に記載のシステム。
（項目１１０）
　前記操作を行いながら、前記ユーザの前記注意力レベルが閾値注意力レベルに対応する
と判定することに応答して、前記複数のメディア一覧のうちの１つを選択するための手段
をさらに備える、項目１０９に記載のシステム。
（項目１１１）
　ユーザの脳の活動に応答して、メディアガイドアプリケーションの操作を行う方法であ
って、
　前記ユーザの第１の眼の瞬きパターンを検出するステップと、
　前記眼の瞬きパターンを検出することに応答して、前記ユーザの注意力レベルと関連付
けられる脳活動を監視するステップと、
　前記ユーザの注意力レベルを判定するように、前記ユーザの前記注意力レベルと関連付
けられる前記脳活動を、注意力レベルおよび対応する脳活動と関連付けられるデータベー
スと相互参照するステップと、
　前記ユーザの前記注意力レベルを閾値注意力レベルと比較するステップと、
　前記ユーザの前記注意力レベルが前記閾値注意力レベルに対応しないと判定することに
応答して、前記ユーザの低い注意力レベルと関連付けられる操作を行うステップと
　を含む、方法。
（項目１１２）
　第２の眼の瞬きパターンを検出することに応答して、前記操作の実施を中止するステッ
プをさらに含む、項目１１１に記載の方法。
（項目１１３）
　前記第１の眼の瞬きパターンは、少なくとも１回の眼の瞬きを含む、項目１１１または
１１２に記載の方法。
（項目１１４）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップはさらに、脳波図ユニットから、前記ユー
ザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するステップ、または筋電図ユニ
ットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の電気的活動を示す
データを受信するステップを含む、項目１１１～１１３のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１５）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目１１４に記載の方法。
（項目１１６）
　前記ユーザの注意力レベルと関連付けられる前記脳活動を判定するように、前記ユーザ
の前記脳活動の前記第１の周波数範囲を、脳の状態の周波数と関連付けられるデータベー
スと相互参照するステップ、または前記ユーザの注意力レベルと関連付けられる前記脳活
動を判定するように、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋肉の前記第１の電気的活動を、
脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベースと相互参照するステップをさらに含
む、項目１１４または１１５に記載の方法。
（項目１１７）
　前記操作は、ナビゲーションコマンド、高速アクセス再生コマンド、選択コマンド、ま
たは設定コマンドを含む、項目１１１～１１６のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１８）
　前記第１の眼の瞬きパターンを検出することに応答して、表示するために表示画面上に
アイコンを生成するステップをさらに含み、前記アイコンは、前記ユーザの注意力レベル
と関連付けられる前記脳活動に関係付けられるフィードバックを前記ユーザに提供する、
項目１１１～１１７のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１９）
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　前記第１の眼の瞬きパターンを検出することに応答して、表示するために複数のメディ
ア一覧を生成するステップをさらに含み、前記ユーザの前記低い注意力レベルと関連付け
られる前記操作は、時間またはメディアプロバイダに基づいて前記複数のメディア一覧を
ナビゲートするステップを含む、項目１１１～１１８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１２０）
　前記操作を行いながら、前記ユーザの前記注意力レベルが閾値注意力レベルに対応する
と判定することに応答して、前記複数のメディア一覧のうちの１つを選択するステップを
さらに含む、項目１１９に記載の方法。
（項目１２１）
　ユーザの脳の領域中の活動に応答して、メディアガイドアプリケーションの操作を行う
ための方法であって、
　前記脳の第１の領域中の前記ユーザの脳活動を監視するステップと、
　前記第１の領域中の前記ユーザの前記脳活動に基づいて、前記第１の領域と関連付けら
れる第１の脳の状態を判定するステップと、
　前記脳の前記第１の領域中の前記ユーザの前記脳活動に基づいて、前記ユーザが果たし
ている少なくとも１つの機能を判定するように、前記第１の領域を、前記脳の領域を使用
して前記ユーザによって果たされる機能と関連付けられるデータベースと相互参照するス
テップと、
　前記第１の脳の状態を、前記少なくとも１つの機能を果たすための閾値範囲と比較する
ステップと、
　前記第１の脳の状態が前記閾値範囲に対応しないと判定することに応答して、前記少な
くとも１つの機能と関連付けられるメディアガイド操作を行うステップと
　を含む、方法。
（項目１２２）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップはさらに、脳波図ユニットから、前記ユー
ザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するステップ、または筋電図ユニ
ットから、安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の第１の電気的活動を
示すデータを受信するステップを含む、項目１２１に記載の方法。
（項目１２３）
　前記第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳活動の前記第１の周波数範
囲を、脳の状態の周波数と関連付けられるデータベースと相互参照するステップ、または
前記第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋肉の前記第１
の電気的活動を、脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベースと相互参照するス
テップをさらに含む、項目１２２に記載の方法。
（項目１２４）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目１２２に記載の方法。
（項目１２５）
　前記モバイルヘッドセットは、第１のモードおよび第２のモードで動作し、前記第１の
モードは、第１の電力消費レベルと関連付けられ、前記第２のモードは、第２の電力消費
レベルと関連付けられる、項目１２４に記載の方法。
（項目１２６）
　前記少なくとも１つの機能は、表示画面上に表示されるデータを読み取るユーザの能力
と関連付けられ、前記閾値範囲は、通常は前記少なくとも１つの機能と関連付けられる前
記ユーザの前記脳活動の閾値周波数範囲、または通常は前記少なくとも１つの機能と関連
付けられる安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の閾値電気的活動と関
連付けられ、前記少なくとも１つの機能と関連付けられる前記メディアガイド操作を行う
ステップは、前記第１の周波数範囲が前記閾値周波数範囲に対応するか、または前記第１
の電気的活動が前記閾値電気的活動に対応するように、前記表示画面上の前記データの表
示を修正するステップを含む、項目１２１に記載の方法。
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（項目１２７）
　前記少なくとも１つの機能は、メディアアセットと関連付けられる音声データを聞くユ
ーザの能力と関連付けられ、前記閾値範囲は、通常は前記少なくとも１つの機能と関連付
けられる前記ユーザの前記脳活動の閾値周波数範囲、または通常は前記少なくとも１つの
機能と関連付けられる安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の閾値電気
的活動と関連付けられ、前記少なくとも１つの機能と関連付けられる前記メディアガイド
操作を行うステップは、前記第１の周波数範囲が前記閾値周波数範囲に対応するか、また
は前記第１の電気的活動が前記閾値電気的活動に対応するように、前記メディアアセット
と関連付けられる前記音声データの量を修正するステップを含む、項目１２１に記載の方
法。
（項目１２８）
　表示するために表示画面上にアイコンを生成するステップをさらに含み、前記アイコン
は、前記第１の脳の状態を達成することに関係付けられるフィードバックを前記ユーザに
提供する、項目１２１に記載の方法。
（項目１２９）
　前記アイコンは、前記第１の脳の状態を達成する方法の画面上命令を含む、項目１２８
に記載の方法。
（項目１３０）
　前記脳の前記領域と関連付けられる機能のリストを取り出すステップと、
　前記機能のリストからの前記機能のうちの１つが前記ユーザの現在の活動に対応すると
判定することに応答して、前記機能のリストから前記機能のうちの前記１つを選択するス
テップと、
　をさらに含む、項目１２１に記載の方法。
（項目１３１）
　ユーザの脳の領域中の活動に応答して、メディアガイドアプリケーションの操作を行う
ためのシステムであって、
　前記脳の第１の領域中の前記ユーザの脳活動を監視することと、
　前記第１の領域中の前記ユーザの前記脳活動に基づいて、前記第１の領域と関連付けら
れる第１の脳の状態を判定することと、
　前記脳の前記第１の領域中の前記ユーザの前記脳活動に基づいて、前記ユーザが果たし
ている少なくとも１つの機能を判定するために、前記第１の領域を、前記脳の領域を使用
して前記ユーザによって果たされる機能と関連付けられるデータベースと相互参照するこ
とと、
　前記第１の脳の状態を、前記少なくとも１つの機能を果たすための閾値範囲と比較する
ことと、
　前記第１の脳の状態が前記閾値範囲に対応しないと判定することに応答して、前記少な
くとも１つの機能と関連付けられるメディアガイド操作を行うことと
　を行うように構成される、システム。
（項目１３２）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するように構成される前記制御回路はさらに、脳波図ユ
ニットから、前記ユーザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するように
構成されるか、または筋電図ユニットから、安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の
付近の筋肉の第１の電気的活動を示すデータを受信するように構成される、項目１３１に
記載のシステム。
（項目１３３）
　前記制御回路はさらに、前記第１の脳の状態を判定するために、前記ユーザの前記脳活
動の前記第１の周波数範囲を、脳の状態の周波数と関連付けられるデータベースと相互参
照するか、または前記第１の脳の状態を判定するために、前記ユーザの前記脳の付近の前
記筋肉の前記第１の電気的活動を、脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベース
と相互参照するように構成される、項目１３２に記載のシステム。



(18) JP 2016-532360 A5 2017.8.17

（項目１３４）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目１３２に記載のシステム。
（項目１３５）
　前記モバイルヘッドセットは、第１のモードおよび第２のモードで動作し、前記第１の
モードは、第１の電力消費レベルと関連付けられ、前記第２のモードは、第２の電力消費
レベルと関連付けられる、項目１３４に記載のシステム。
（項目１３６）
　前記少なくとも１つの機能は、表示画面上に表示されるデータを読み取るユーザの能力
と関連付けられ、前記閾値範囲は、通常は前記少なくとも１つの機能と関連付けられる前
記ユーザの前記脳活動の閾値周波数範囲、または通常は前記少なくとも１つの機能と関連
付けられる安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の閾値電気的活動と関
連付けられ、前記少なくとも１つの機能と関連付けられる前記メディアガイド操作を行う
ように構成される、前記制御回路はさらに、前記第１の周波数範囲が前記閾値周波数範囲
に対応するか、または前記第１の電気的活動が前記閾値電気的活動に対応するように、前
記表示画面上の前記データの表示を修正するように構成される、項目１３１に記載のシス
テム。
（項目１３７）
　前記少なくとも１つの機能は、メディアアセットと関連付けられる音声データを聞くユ
ーザの能力と関連付けられ、前記閾値範囲は、通常は前記少なくとも１つの機能と関連付
けられる前記ユーザの前記脳活動の閾値周波数範囲、または通常は前記少なくとも１つの
機能と関連付けられる安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の閾値電気
的活動と関連付けられ、前記少なくとも１つの機能と関連付けられる前記メディアガイド
操作を行うように構成される、前記制御回路はさらに、前記第１の周波数範囲が前記閾値
周波数範囲に対応するか、または前記第１の電気的活動が前記閾値電気的活動に対応する
ように、前記メディアアセットと関連付けられる前記音声データの量を修正するように構
成される、項目１３１に記載のシステム。
（項目１３８）
　前記制御回路はさらに、表示するために表示画面上にアイコンを生成するように構成さ
れ、前記アイコンは、前記第１の脳の状態を達成することに関係付けられるフィードバッ
クを前記ユーザに提供する、項目１３１に記載のシステム。
（項目１３９）
　前記アイコンは、前記第１の脳の状態を達成する方法の画面上命令を含む、項目１３８
に記載のシステム。
（項目１４０）
　前記制御回路はさらに、
　前記脳の前記領域と関連付けられる機能のリストを取り出すことと、
　前記機能のリストからの前記機能のうちの１つが前記ユーザの現在の活動に対応すると
判定することに応答して、前記機能のリストから前記機能のうちの前記１つを選択するこ
とと
　を行うように構成される、項目１３１に記載のシステム。
（項目１４１）
　ユーザの脳の領域中の活動に応答して、メディアガイドアプリケーションの操作を行う
ためのシステムであって、
　前記脳の第１の領域中の前記ユーザの脳活動を監視するための手段と、
　前記第１の領域中の前記ユーザの前記脳活動に基づいて、前記第１の領域と関連付けら
れる第１の脳の状態を判定するための手段と、
　前記脳の前記第１の領域中の前記ユーザの前記脳活動に基づいて、前記ユーザが果たし
ている少なくとも１つの機能を判定するように、前記第１の領域を、前記脳の領域を使用
して前記ユーザによって果たされる機能と関連付けられるデータベースと相互参照するた
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めの手段と、
　前記第１の脳の状態を、前記少なくとも１つの機能を果たすための閾値範囲と比較する
ための手段と、
　前記第１の脳の状態が前記閾値範囲に対応しないと判定することに応答して、前記少な
くとも１つの機能と関連付けられるメディアガイド操作を行うための手段と
　を備える、システム。
（項目１４２）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するための前記手段はさらに、脳波図ユニットから、前
記ユーザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するための手段、または筋
電図ユニットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の電気的活
動を示すデータを受信するための手段を備える、項目１４１に記載のシステム。
（項目１４３）
　前記第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳活動の前記第１の周波数範
囲を、脳の状態の周波数と関連付けられるデータベースと相互参照するための手段、また
は前記第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋肉の前記第
１の電気的活動を、脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベースと相互参照する
ための手段をさらに備える、項目１４２に記載のシステム。
（項目１４４）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目１４２に記載のシステム。
（項目１４５）
　前記モバイルヘッドセットは、第１のモードおよび第２のモードで動作し、前記第１の
モードは、第１の電力消費レベルと関連付けられ、前記第２のモードは、第２の電力消費
レベルと関連付けられる、項目１４４に記載のシステム。
（項目１４６）
　前記少なくとも１つの機能は、表示画面上に表示されるデータを読み取るユーザの能力
と関連付けられ、前記閾値範囲は、通常は前記少なくとも１つの機能と関連付けられる前
記ユーザの前記脳活動の閾値周波数範囲、または通常は前記少なくとも１つの機能と関連
付けられる安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の閾値電気的活動と関
連付けられ、前記少なくとも１つの機能と関連付けられる前記メディアガイド操作を行う
ための前記手段は、前記第１の周波数範囲が前記閾値周波数範囲に対応するか、または前
記第１の電気的活動が前記閾値電気的活動に対応するように、前記表示画面上の前記デー
タの表示を修正するための手段を含む、項目１４１に記載のシステム。
（項目１４７）
　前記少なくとも１つの機能は、メディアアセットと関連付けられる音声データを聞くユ
ーザの能力と関連付けられ、前記閾値範囲は、通常は前記少なくとも１つの機能と関連付
けられる前記ユーザの前記脳活動の閾値周波数範囲、または通常は前記少なくとも１つの
機能と関連付けられる安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の閾値電気
的活動と関連付けられ、前記少なくとも１つの機能と関連付けられる前記メディアガイド
操作を行うための前記手段は、前記第１の周波数範囲が前記閾値周波数範囲に対応するか
、または前記第１の電気的活動が前記閾値電気的活動に対応するように、前記メディアア
セットと関連付けられる前記音声データの量を修正するための手段を含む、項目１４１に
記載のシステム。
（項目１４８）
　表示するために表示画面上にアイコンを生成するための手段をさらに備え、前記アイコ
ンは、前記第１の脳の状態を達成することに関係付けられるフィードバックを前記ユーザ
に提供する、項目１４１に記載のシステム。
（項目１４９）
　前記アイコンは、前記第１の脳の状態を達成する方法の画面上命令を含む、項目１４８
に記載のシステム。
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（項目１５０）
　前記脳の前記領域と関連付けられる機能のリストを取り出すための手段と、
　前記機能のリストからの前記機能のうちの１つが前記ユーザの現在の活動に対応すると
判定することに応答して、前記機能のリストから前記機能のうちの１つを選択するための
手段と、
　をさらに含む、項目１４１に記載のシステム。
（項目１５１）
　ユーザの脳の領域中の活動に応答して、メディアガイドアプリケーションの操作を行う
方法であって、
　前記ユーザがメディアコンテンツを消費している間に、前記脳の第１の領域中の前記ユ
ーザの脳活動を監視するステップと、
　前記第１の領域中の前記ユーザの前記脳活動に基づいて、前記第１の領域と関連付けら
れる第１の脳の状態を判定するステップと、
　前記脳の前記第１の領域中の前記ユーザの前記脳活動に基づいて、前記ユーザが果たし
ている少なくとも１つの機能を判定するように、前記第１の領域を、前記脳の領域を使用
して前記ユーザによって果たされる機能と関連付けられるデータベースと相互参照するス
テップと、
　前記第１の脳の状態を、前記少なくとも１つの機能を果たすための閾値範囲と比較する
ステップと、
　前記第１の脳の状態が前記閾値範囲に対応しないと判定することに応答して、前記少な
くとも１つの機能と関連付けられるメディアガイド操作を行うステップと
　を含む、方法。
（項目１５２）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップはさらに、脳波図ユニットから、前記ユー
ザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するステップ、または筋電図ユニ
ットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の電気的活動を示す
データを受信するステップを含む、項目１５１に記載のシステム。
（項目１５３）
　前記第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳活動の前記第１の周波数範
囲を、脳の状態の周波数と関連付けられるデータベースと相互参照するステップ、または
前記第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋肉の前記第１
の電気的活動を、脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベースと相互参照するス
テップをさらに含む、項目１５２に記載のシステム。
（項目１５４）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目１５２または１５３に記載のシ
ステム。
（項目１５５）
　前記モバイルヘッドセットは、第１のモードおよび第２のモードで動作し、前記第１の
モードは、第１の電力消費レベルと関連付けられ、前記第２のモードは、第２の電力消費
レベルと関連付けられる、項目１５４に記載のシステム。
（項目１５６）
　前記少なくとも１つの機能は、表示画面上に表示されるデータを読み取るユーザの能力
と関連付けられ、前記閾値範囲は、通常は前記少なくとも１つの機能と関連付けられる前
記ユーザの前記脳活動の閾値周波数範囲、または通常は前記少なくとも１つの機能と関連
付けられる安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の閾値電気的活動と関
連付けられ、前記少なくとも１つの機能と関連付けられる前記メディアガイド操作を行う
ステップは、前記第１の周波数範囲が前記閾値周波数範囲に対応するか、または前記第１
の電気的活動が前記閾値電気的活動に対応するように、前記表示画面上のデータの前記表
示を修正するステップを含む、項目１５１～１５５のいずれか１項に記載の方法。
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（項目１５７）
　前記少なくとも１つの機能は、メディアアセットと関連付けられる音声データを聞くユ
ーザの能力と関連付けられ、前記閾値範囲は、通常は前記少なくとも１つの機能と関連付
けられる前記ユーザの前記脳活動の閾値周波数範囲、または通常は前記少なくとも１つの
機能と関連付けられる安静時および収縮中の前記ユーザの前記脳の付近の筋肉の閾値電気
的活動と関連付けられ、前記少なくとも１つの機能と関連付けられる前記メディアガイド
操作を行うステップは、前記第１の周波数範囲が前記閾値周波数範囲に対応するか、また
は前記第１の電気的活動が前記閾値電気的活動に対応するように、前記メディアアセット
と関連付けられる前記音声データの量を修正するステップを含む、項目１５１～１５６の
いずれか１項に記載の方法。
（項目１５８）
　表示するために表示画面上にアイコンを生成するステップをさらに含み、前記アイコン
は、前記第１の脳の状態を達成することに関係付けられるフィードバックを前記ユーザに
提供する、項目１５１～１５７のいずれか１項に記載の方法。
（項目１５９）
　前記アイコンは、前記第１の脳の状態を達成する方法の画面上命令を含む、項目１５８
に記載の方法。
（項目１６０）
　前記脳の前記領域と関連付けられる機能のリストを取り出すステップと、
　前記機能のリストからの前記機能のうちの１つが前記ユーザの現在の活動に対応すると
判定することに応答して、前記機能のリストから前記機能のうちの１つを選択するステッ
プと、
　をさらに含む、項目１５１～１５９のいずれか１項に記載の方法。
（項目１６１）
　ユーザの脳活動に基づいて、ユーザデバイスの電力消費を管理するための方法であって
、
　ユーザデバイスを用いて前記ユーザの前記脳活動を監視するユーザ要求を受信するステ
ップであって、前記ユーザデバイスは、第１のモードおよび第２のモードで動作し、前記
第１のモードは、第１の電力消費レベルと関連付けられ、前記第２のモードは、第２の電
力消費レベルと関連付けられる、ステップと、
　前記ユーザ要求に応答して、前記第１のモードの前記ユーザデバイスを用いて前記ユー
ザの前記脳活動を監視するステップと、
　前記ユーザの前記脳活動が閾値範囲に対応しないと検出することに応答して、前記第１
のモードから前記第２のモードに変更し、前記第２のモードの前記ユーザデバイスを用い
て前記ユーザの前記脳活動を監視するステップと
　を含む、方法。
（項目１６２）
　前記ユーザの前記脳活動の前記変化は、ユーザの注意力レベルの変化に対応する、項目
１６１に記載の方法。
（項目１６３）
　前記ユーザデバイスを用いて前記ユーザの前記脳活動を監視するステップはさらに、前
記ユーザの注意力レベルと関連付けられるユーザの脳の領域を監視するステップを含む、
項目１６１に記載の方法。
（項目１６４）
　前記ユーザデバイスは、前記第２のモードよりも前記第１のモードで、前記ユーザの前
記脳活動に敏感である、項目１６１に記載の方法。
（項目１６５）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップはさらに、脳波図ユニットから、前記ユー
ザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するステップ、または筋電図ユニ
ットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の電気的活動を示す
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データを受信するステップを含む、項目１６１に記載の方法。
（項目１６６）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目１６５に記載の方法。
（項目１６７）
　第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳活動の前記第１の周波数範囲を
、脳の状態の周波数と関連付けられるデータベースと相互参照するステップ、または前記
第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋肉の前記第１の電
気的活動を、脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベースと相互参照するステッ
プをさらに含む、項目１６５に記載の方法。
（項目１６８）
　前記ユーザの前記脳活動の前記変化を検出するステップは、前記ユーザが前記第１の脳
の状態を達成するステップに対応する、項目１６７に記載の方法。
（項目１６９）
　前記第１の脳の状態は、前記ユーザの気分と関連付けられる、項目１６８に記載の方法
。
（項目１７０）
　前記ユーザ要求は、眼の瞬きパターンを含む、項目１６１に記載の方法。
（項目１７１）
　ユーザの脳活動に基づいて、ユーザデバイスの電力消費を管理するためのシステムであ
って、
　ユーザデバイスを用いて前記ユーザの前記脳活動を監視するユーザ要求を受信すること
であって、前記ユーザデバイスは、第１のモードおよび第２のモードで動作し、前記第１
のモードは、第１の電力消費レベルと関連付けられ、前記第２のモードは、第２の電力消
費レベルと関連付けられる、ことと、
　前記ユーザ要求に応答して、前記第１のモードの前記ユーザデバイスを用いて前記ユー
ザの前記脳活動を監視することと、
　前記ユーザの前記脳活動が閾値範囲に対応しないと検出することに応答して、前記第１
のモードから前記第２のモードに変更し、前記第２のモードの前記ユーザデバイスを用い
て前記ユーザの前記脳活動を監視することと
　を行うように構成される、制御回路
　を備える、システム。
（項目１７２）
　前記ユーザの前記脳活動の前記変化は、ユーザの注意力レベルの変化に対応する、項目
１７１に記載のシステム。
（項目１７３）
　前記ユーザデバイスを用いて前記ユーザの前記脳活動を監視するように構成される、前
記制御回路はさらに、前記ユーザの注意力レベルと関連付けられるユーザの脳の領域を監
視するように構成される、項目１７１に記載のシステム。
（項目１７４）
　前記ユーザデバイスは、前記第２のモードよりも前記第１のモードで、前記ユーザの前
記脳活動に敏感である、項目１７１に記載のシステム。
（項目１７５）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するように構成される、前記制御回路はさらに、脳波図
ユニットから、前記ユーザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するか、
または筋電図ユニットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の
電気的活動を示すデータを受信するように構成される、項目１７１に記載のシステム。
（項目１７６）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目１７５に記載のシステム。
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（項目１７７）
　前記制御回路はさらに、第１の脳の状態を判定するために、前記ユーザの前記脳活動の
前記第１の周波数範囲を、脳の状態の周波数と関連付けられるデータベースと相互参照す
るか、または前記第１の脳の状態を判定するために、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋
肉の前記第１の電気的活動を、脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベースと相
互参照するように構成される、項目１７５に記載のシステム。
（項目１７８）
　前記ユーザの前記脳活動の前記変化は、前記ユーザが前記第１の脳の状態を達成するこ
とに対応する、項目１７７に記載のシステム。
（項目１７９）
　前記第１の脳の状態は、前記ユーザの気分と関連付けられる、項目１７８に記載のシス
テム。
（項目１８０）
　前記ユーザ要求は、眼の瞬きパターンを含む、項目１７１に記載のシステム。
（項目１８１）
　ユーザの脳活動に基づいて、ユーザデバイスの電力消費を管理するためのシステムであ
って、
　ユーザデバイスを用いて前記ユーザの前記脳活動を監視するユーザ要求を受信するため
の手段であって、前記ユーザデバイスは、第１のモードおよび第２のモードで動作し、前
記第１のモードは、第１の電力消費レベルと関連付けられ、前記第２のモードは、第２の
電力消費レベルと関連付けられる、手段と、
　前記ユーザ要求に応答して、前記第１のモードの前記ユーザデバイスを用いて前記ユー
ザの前記脳活動を監視するための手段と、
　前記ユーザの前記脳活動が閾値範囲に対応しないと検出することに応答して、前記第１
のモードから前記第２のモードに変更し、前記第２のモードの前記ユーザデバイスを用い
て前記ユーザの前記脳活動を監視するための手段と
　を備える、システム。
（項目１８２）
　前記ユーザの前記脳活動の前記変化は、ユーザの注意力レベルの変化に対応する、項目
１８１に記載のシステム。
（項目１８３）
　前記ユーザデバイスを用いて前記ユーザの前記脳活動を監視するための前記手段はさら
に、前記ユーザの注意力レベルと関連付けられるユーザの脳の領域を監視するための手段
を備える、項目１８１に記載のシステム。
（項目１８４）
　前記ユーザデバイスは、前記第２のモードよりも前記第１のモードで、前記ユーザの前
記脳活動に敏感である、項目１８１に記載のシステム。
（項目１８５）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するための前記手段はさらに、脳波図ユニットから、前
記ユーザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するか、または筋電図ユニ
ットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の電気的活動を示す
データを受信するための手段を備える、項目１８１に記載のシステム。
（項目１８６）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目１８５に記載のシステム。
（項目１８７）
　第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳活動の前記第１の周波数範囲を
、脳の状態の周波数と関連付けられるデータベースと相互参照するための手段、または前
記第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋肉の前記第１の
電気的活動を、脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベースと相互参照するため



(24) JP 2016-532360 A5 2017.8.17

の手段をさらに備える、項目１８５に記載のシステム。
（項目１８８）
　前記ユーザの前記脳活動の前記変化は、前記ユーザが前記第１の脳の状態を達成するこ
とに対応する、項目１８７に記載のシステム。
（項目１８９）
　前記第１の脳の状態は、前記ユーザの気分と関連付けられる、項目１８８に記載のシス
テム。
（項目１９０）
　前記ユーザ要求は、眼の瞬きパターンを含む、項目１８１に記載のシステム。
（項目１９１）
　ユーザの脳活動に基づいて、ユーザデバイスの電力消費を管理するための方法であって
、
　ユーザがメディアコンテンツを消費している間に、ユーザデバイスを用いて前記ユーザ
の前記脳活動を監視するユーザ要求を受信するステップであって、前記ユーザデバイスは
、第１のモードおよび第２のモードで動作し、前記第１のモードは、第１の電力消費レベ
ルと関連付けられ、前記第２のモードは、第２の電力消費レベルと関連付けられる、ステ
ップと、
　前記ユーザ要求に応答して、前記第１のモードの前記ユーザデバイスを用いて前記ユー
ザの前記脳活動を監視するステップと、
　前記ユーザの前記脳活動が閾値範囲に対応しないと検出することに応答して、前記第１
のモードから前記第２のモードに変更し、前記第２のモードの前記ユーザデバイスを用い
て前記ユーザの前記脳活動を監視するステップと
　を含む、方法。
（項目１９２）
　前記ユーザの前記脳活動の前記変化は、ユーザの注意力レベルの変化に対応する、項目
１９１に記載の方法。
（項目１９３）
　前記ユーザデバイスを用いて前記ユーザの前記脳活動を監視するステップはさらに、前
記ユーザの注意力レベルと関連付けられるユーザの脳の領域を監視するステップを含む、
項目１９１または１９２に記載の方法。
（項目１９４）
　前記ユーザデバイスは、前記第２のモードよりも前記第１のモードで、前記ユーザの前
記脳活動に敏感である、項目１９１～１９３のいずれか１項に記載の方法。
（項目１９５）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップはさらに、脳波図ユニットから、前記ユー
ザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するステップ、または筋電図ユニ
ットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の電気的活動を示す
データを受信するステップを含む、項目１９１～１９４のいずれか１項に記載の方法。
（項目１９６）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目１９５に記載の方法。
（項目１９７）
　第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳活動の前記第１の周波数範囲を
、脳の状態の周波数と関連付けられるデータベースと相互参照するステップ、または前記
第１の脳の状態を判定するように、前記ユーザの前記脳の付近の前記筋肉の前記第１の電
気的活動を、脳の状態の電気的活動と関連付けられるデータベースと相互参照するステッ
プをさらに含む、項目１９５または１９６に記載の方法。
（項目１９８）
　前記ユーザの前記脳活動の前記変化を検出するステップは、前記ユーザが前記第１の脳
の状態を達成するステップに対応する、項目１９７に記載の方法。
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（項目１９９）
　前記第１の脳の状態は、前記ユーザの気分と関連付けられる、項目１９８に記載の方法
。
（項目２００）
　前記ユーザ要求は、眼の瞬きパターンを含む、項目１９１～１９９のいずれか１項に記
載の方法。
（項目２０１）
　ユーザの脳活動の変化に応答して操作を行うための方法であって、
　ユーザデバイスを用いて前記ユーザの前記脳活動を監視するユーザ要求を受信するステ
ップと、
　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップと、
　前記ユーザの前記脳活動を脳活動の閾値範囲と比較するステップと、
　前記比較に基づいて、前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないと判定する
ことに応答して、前記ユーザの前記脳活動を監視することを中止するように前記ユーザデ
バイスに命令するステップと
を含む、方法。
（項目２０２）
　前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないと判定することに応答して、メデ
ィアガイドアプリケーション操作を行うステップをさらに含む、項目２０１に記載の方法
。
（項目２０３）
　前記メディアガイドアプリケーション操作は、表示デバイス上で現在提示されているメ
ディアアセットを録画するステップを含む、項目２０２に記載の方法。
（項目２０４）
　前記メディアガイドアプリケーション操作は、表示デバイス上で現在提示されているメ
ディアアセットを一時停止するステップを含む、項目２０２に記載の方法。
（項目２０５）
　前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないと判定することに応答して、前記
ユーザデバイスを動作停止させるステップをさらに含む、項目２０１に記載の方法。
（項目２０６）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップはさらに、脳波図ユニットから、前記ユー
ザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するステップ、または筋電図ユニ
ットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の電気的活動を示す
データを受信するステップを含む、項目２０１に記載の方法。
（項目２０７）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目２０６に記載の方法。
（項目２０８）
　前記閾値範囲は、覚醒しているユーザに対応する、項目２０１に記載の方法。
（項目２０９）
　前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないと判定するステップは、ユーザが
眠ったことを示す、項目２０１に記載の方法。
（項目２１０）
　前記閾値範囲は、所定の周波数範囲および振幅を含む、項目２０９に記載の方法。
（項目２１１）
　ユーザの脳活動の変化に応答して操作を行うためのシステムであって、
　ユーザデバイスを用いて前記ユーザの前記脳活動を監視するユーザ要求を受信すること
と、
　前記ユーザの前記脳活動を監視することと、
　前記ユーザの前記脳活動を脳活動の閾値範囲と比較することと、
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　前記比較に基づいて、前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないと判定する
ことに応答して、前記ユーザの前記脳活動を監視することを中止するよう前記ユーザデバ
イスに命令することと
　を行うように構成される、制御回路
　を備える、システム。
（項目２１２）
　前記制御回路はさらに、前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないと判定す
ることに応答して、メディアガイドアプリケーション操作を行うように構成される、項目
２１１に記載のシステム。
（項目２１３）
　前記メディアガイドアプリケーション操作は、表示デバイス上で現在提示されているメ
ディアアセットを録画するステップを含む、項目２１２に記載のシステム。
（項目２１４）
　前記メディアガイドアプリケーション操作は、表示デバイス上で現在提示されているメ
ディアアセットを一時停止するステップを含む、項目２１２に記載のシステム。
（項目２１５）
　前記制御回路はさらに、前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないと判定す
ることに応答して、前記ユーザデバイスを動作停止させるように構成される、項目２１１
に記載のシステム。
（項目２１６）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するように構成される、前記制御回路はさらに、脳波図
ユニットから、前記ユーザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するか、
または筋電図ユニットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の
電気的活動を示すデータを受信するように構成される、項目２１１に記載のシステム。
（項目２１７）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目２１６に記載のシステム。
（項目２１８）
　前記閾値範囲は、覚醒しているユーザに対応する、項目２１１に記載のシステム。
（項目２１９）
　前記制御回路は、前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないことを判定する
ように構成され、前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないという前記判定は
、ユーザが眠ったことを示す、項目２１１に記載のシステム。
（項目２２０）
　前記閾値範囲は、所定の周波数範囲および振幅を含む、項目２１９に記載のシステム。
（項目２２１）
　ユーザの脳活動の変化に応答して操作を行うためのシステムであって、
　ユーザデバイスを用いて前記ユーザの前記脳活動を監視するユーザ要求を受信するため
の手段と、
　前記ユーザの前記脳活動を監視するための手段と、
　前記ユーザの前記脳活動を脳活動の閾値範囲と比較するための手段と、
　前記比較に基づいて、前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないと判定する
ことに応答して、前記ユーザの前記脳活動を監視することを中止するように前記ユーザデ
バイスに命令するための手段と
　を備える、システム。
（項目２２２）
　前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないと判定することに応答して、メデ
ィアガイドアプリケーション操作を行うための手段をさらに備える、項目２２１に記載の
システム。
（項目２２３）
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　前記メディアガイドアプリケーション操作は、表示デバイス上で現在提示されているメ
ディアアセットを録画するステップを含む、項目２２２に記載のシステム。
（項目２２４）
　前記メディアガイドアプリケーション操作は、表示デバイス上で現在提示されているメ
ディアアセットを一時停止するステップを含む、項目２２２に記載のシステム。
（項目２２５）
　前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないと判定することに応答して、前記
ユーザデバイスを動作停止させるステップをさらに含む、項目２２１に記載のシステム。
（項目２２６）
　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップはさらに、脳波図ユニットから、前記ユー
ザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するための手段、または筋電図ユ
ニットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の電気的活動を示
すデータを受信するための手段を備える、項目２２１に記載のシステム。
（項目２２７）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目２２６に記載のシステム。
（項目２２８）
　前記閾値範囲は、覚醒しているユーザに対応する、項目２２１に記載のシステム。
（項目２２９）
　前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないことを判定するための手段をさら
に備え、前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないという前記判定は、前記ユ
ーザが眠ったことを示す、項目２２１に記載のシステム。
（項目２３０）
　前記閾値範囲は、所定の周波数範囲および振幅を含む、項目２２９に記載のシステム。
（項目２３１）
　ユーザの脳活動の変化に応答して操作を行うための方法であって、
　ユーザデバイスを用いて前記ユーザの前記脳活動を監視するユーザ要求を受信するステ
ップと、
　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップと、
　前記ユーザの前記脳活動に関係付けられるデータをメモリに記憶するステップと、
　前記ユーザの前記脳活動を脳活動の閾値範囲と比較するステップと、
　前記比較に基づいて、前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないと判定する
ことに応答して、前記ユーザの前記脳活動を監視することを中止するように前記ユーザデ
バイスに命令するステップと
　を含む、方法。
（項目２３２）
　前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないと判定することに応答して、メデ
ィアガイドアプリケーション操作を行うステップをさらに含む、項目２３１に記載の方法
。
（項目２３３）
　前記メディアガイドアプリケーション操作は、表示デバイス上で現在提示されているメ
ディアアセットを録画するステップを含む、項目２３２に記載の方法。
（項目２３４）
　前記メディアガイドアプリケーション操作は、表示デバイス上で現在提示されているメ
ディアアセットを一時停止するステップを含む、項目２３２に記載の方法。
（項目２３５）
　前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないと判定することに応答して、前記
ユーザデバイスを動作停止させるステップをさらに含む、項目２３１～２３４のいずれか
１項に記載の方法。
（項目２３６）
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　前記ユーザの前記脳活動を監視するステップはさらに、脳波図ユニットから、前記ユー
ザの前記脳活動の第１の周波数範囲を示すデータを受信するステップ、または筋電図ユニ
ットから、安静時および収縮中の前記ユーザの脳の付近の筋肉の第１の電気的活動を示す
データを受信するステップを含む、項目２３１～２３４のいずれか１項に記載の方法。
（項目２３７）
　前記脳波図ユニットまたは前記筋電図ユニットは、モバイルヘッドセットに組み込まれ
、前記モバイルヘッドセットは、バッテリ式である、項目２３６に記載の方法。
（項目２３８）
　前記閾値範囲は、覚醒しているユーザに対応する、項目２３１～２３７のいずれか１項
に記載の方法。
（項目２３９）
　前記ユーザの前記脳活動が前記閾値範囲に対応しないと判定するステップは、ユーザが
眠ったことを示す、項目２３１～２３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目２４０）
　前記閾値範囲は、所定の周波数範囲および振幅を含む、項目２３９に記載の方法。
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